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 研究方法   
 2004 年 1 月から 2014 年 12 月までに当科で手術を施行した口腔扁平上皮癌一次症例 137
例を対象とした。術前後の補助療法を施行した症例や遠隔転移を認めた症例は除外した。




High(>50 %)、Low(5～50%)、Negative(<5%)の 3 群に分類して評価した。また CD8 陽性 T
細胞の発現については、測定箇所を上記同様に設定後、200 倍の高倍率で陽性リンパ球数




行った。CD8 陽性 T 細胞の発現と HLA classⅠの発現の関係はχ2 乗検定により評価した。
統計処理には SPSS version23.0 for Windows(IBM, Chicago, IL)を使用した。 
 
研究成績及び考察 
 HLA classⅠの発現は、IF において High：72 例(52.6%)、 Low：44 例 (32.1%)、
Negative：21 例(15.3%)、TCe において High：48 例(35.0%)、 Low：58 例(42.4%)、
Negative：31 例(22.6％)であり、TCe と比較して IF において HLA classⅠの高発現症例
が多いことが示された。また、5 年全生存率(5-OS)および 5 年疾患特異的生存率(5-DSS)
は、どちらも IF において HLA classⅠHigh 症例が Low/Negative 症例より有意に高い結
果であった(OS: 90.3%、79.5%、66.7%: p=0.03、DSS: 94.4%、90.9%、76.2%: p=0.03)。
TCe においてはいずれも有意差を認めなかった。また、単変量解析で有意差を認めた項目
(年齢、部位、T 因子、N 因子、病期、神経浸潤)について多変量解析を行ったところ、IF
における HLA classⅠの発現が OS の独立因子となった(ハザード比 0.44、95%信頼区間
0.20-0.93、p=0.02)。この結果から IF における HLA classⅠの発現レベルは口腔扁平上皮
癌患者の重要な予後因子となることが示された。また、CD8 陽性 T 細胞と癌細胞膜上の
HLA classⅠ発現レベルとの関係について検討したところ、IF において CD8 陽性 T 細胞
と HLA classⅠの発現レベルに相関を認めた(p=0.003)。 
以上のことから、IF において HLA classⅠが高発現している場合は、CD8 陽性 T 細胞
が HLA classⅠ分子より提示された抗原を認識・活性化され、CTL としての機能を発揮す
るのに対して、HLA classⅠの発現が低下している場合には癌細胞の免疫逃避が生じ、予
後不良となる可能性が考えられた。また、CD8 陽性 T 細胞と HLA classⅠの発現レベルに
相関を認めない一部の症例については、CD4 陽性 T 細胞が高発現していることから、活性
化 CD4 陽性 T 細胞によって主に分泌される IFN-γによって HLA classⅠの発現増加が生
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結果の要旨 
 癌患者において予後不良となる要因の一つとして、HLA classⅠの発現低下や欠失に
よる癌細胞の免疫逃避機構の関与が報告されているが、これまでに口腔扁平上皮癌にお
いて詳細に分析した報告は少なく、不明な点が多かった。そこで本研究では、口腔扁平
上皮癌における HLA classⅠの発現について免疫組織化学染色により評価し、予後予測
因子としての有用性について検討した。測定箇所としては、腫瘍中心部、腫瘍浸潤先端
部に分けて評価した。その結果、口腔扁平上皮癌において腫瘍浸潤先端部の HLA class
Ⅰの発現レベルは有用な予後予測因子となり得ることが明らかとなり、免疫逃避機構の
解明だけでなく、今後のより有効な免疫療法の開発につながるものと考えられた。 
 
 
 
 
 
 
